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表紙の写真：方形屋根が美しい大隈邸。

上の写真 ：大礎町の邸宅街にほど近い

照ヶ崎海岸は 「大磯照ヶ崎のアオパト集

団飛来地」として神奈川県の天然記念物

に指定されています。
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伊藤博文邸大磯r逍浪閣J

伊藤博文は、白砂青松（は

しゃせいしょう）の大磯を気
く配・

に入り、小田原の別荘「瀧浪

閣」を大磯に移し、さらに明

治30年 (1897年）には大磯に

住民票も移し正式に大磯町

民になりました。同時に逍浪

閣も別荘から本邸となったの

です。写真提供：大磯町郷

土資料館

ジョサイア・コンドル 英国人建築家。「お雇い外国人」と

して鹿嗚館などの建築物を手がけ、 r日本の近代建築の

.・ ・ . 祖」と言われています。彼自身も、妻の前波くめが吉田健
、I'・
び 三（吉田茂の蓑父）から土地を購入し大磯に別荘を構え:~; 
咲'.,,・＼ ました。多くの財界人との交流の中から、三井倶楽部や

.,,, 可

．＇三菱一号館・ニ号館、高田商会本店など設計の話が大

磯の町の中で進んでいったようです。コンドルの一番弟っ9

子の辰野金吾は東京駅を設計し、同じく片山東熊（かた

やまとうくま）は赤坂離宮（旧東宮御所）を、そして曽禰達

蔵（そねたつぞう）は今も大磯に現存する池田成彬邸（旧

西園寺公望邸）を設計しています。写真は、東京大学工

学部校舎の前に建つ「コンドル先生」の像。・
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家
別
邸

（現
レ
ス
ト
ラ
ン
大
磯
迎
賓

．
舘
）
な
ど
は
現
存
す
る

8
本
最
古
の

ツ
ー
パ

イ
フ
ォ
ー

2
X
4
エ
法
の
住
宅
な
の
で
す
。

そ
の
他
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期

の
別
荘
や
邸
宅
も
少
な
か
ら
ず
現
存

し
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
個
人

ま
た
は
法
人
の
持
ち
物
で
、
当
然
な

が
ら
公
開
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
今
回
、
明
治
1
5
0年
に
あ
や

か
っ
て
、
明
治
時
代
か
ら
残
る
邸
宅

の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
大
隈
韮
信
別
邸
」

と
そ
の
隣
の
「
陸
奥
宗
光
別
邸
」、
さ

ら
に
「
安
田
普
次
郎
別
邸
」
を
取
材
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て

普
段
は
非
公
開
で
す
の
で
、
建
築
士

で
あ
る
私
た
ち
も
興
味
津
々
で
す
。

邸
宅
揃
い
の
大
磯
に
は
自
然
と
腕

の
い
い
戦
人
が
集
ま
り
、
中
に
は
施

主
の
希
望
よ
り
も
自
身
の
美
意
識
を

優
先
さ
せ
る
と
い
う
魅
力
的
な
棟
梁

も
い
た
と
聞
き
ま
す
。

で
は

一
緒
に
、
か
の
時
代
の
施
主

や
職
人
の
こ
だ
わ
り
を
見
に
出
か
け

ま
し
ょ
う
。

山
口
明
宏
一
級
建
築
士
・県
立
産
業
技
術
短
大
講
師

大
磯
ま
ち
づ
く
り
会
議
会
員
・
大
磯
町
在
住

大
倉
祥
子
一級
建
築
士
・
大
磯
町
観
光
協
会
会
長

大
磯
ま
ち
づ
く
り
会
議
会
員
・大
磯
町
在
住

（
取
材
協
力
）
国
土
交
通
省
公
園
緑
地
・
景
観
課
、

大
磯
ま
ち
づ
く
り
会
議
、
公
益
社
団
法
人
大
磯
町

観
光
協
会

「
8
本
の
近
代
は
大
磯
か
ら
始
ま

っ
た
」
と
言
っ
て
も
、
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
こ
ろ
の
大
磯
町
の
住

民
を
見
て
み
る
と
、
政
治
家
で
は
初

代
内
閣
総
理
大
臣
の
伊
藤
博
文
を
は

じ
め
、
山
縣
有
朋
、
大
隈
重
信
、
西
園

寺
公
望
、
寺
内
正
毅
、
原
敬
、
加
藤
高

明
、
吉
田
茂
ま
で
、
実
に
8
人
も
の
総

理
大
臣
が
住
ん
だ
町
な
の
で
す
。

財
界
の
ト
ッ
プ
も
こ
ぞ
っ
て
大
磯

に
別
荘
を
建
て
、
三
井
、
三
菱
、
安
田
、

浅
野
、
赤
星
、
高
田
商
会
な
ど
当
時
の

名
だ
た
る
財
界
人
が
集
ま
っ
た
た

め
、
「
町
内
会
で
日
本
を
動
か
せ
る
」

と
ま
で
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

一
説

に
は
、
こ
の
頃
の
大
磯
の
地
価
は
銀

座
よ
り
高
か
っ
た
と
も
聞
き
ま
す
。

こ
れ
だ
け
上
流
階
級
の
人
々
が
集

ま
る
と
、
舶
来
品
や
高
級
な
食
材
も

こ
こ
に
集
ま
り
、
最
先
端
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
も
こ
こ
か
ら
流
行
り
、
現
に

日
本
初
の
海
水
浴
場
も
こ
こ
大
磯
に

誕
生
し
ま
し
た
。
建
築
物
で
い
え
ば
、

J

R
大
磯
駅
前
に
今
も
残
る
旧
木
下
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~ 屈宅

玄関を入ると応接間。モダンなソファセットが迎えます。

ま
せ
ん
。
入
り
口
の
門
を
潜
り
木

立
の
中
を
南
西
に
進
む
と
、
車
寄
せ

の
あ
る
西
向
き
の
玄
関
に
た
ど
り

着
き
ま
す
。
現
存
す
る
建
物
は
木

造
平
屋
で
、
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し

た
関
東
大
霙
災
に
も
耐
え
、
増
改

築
は
あ
る
も
の
の
、
庭
に
面
し
た
和

玄
関
は
西
隣
の
佐
賀
藩
主
鍋
島
邸

に
向
い
て
い
る
の
で
す
。
お
殿
様

に
横
顔
を
見
せ
る
よ
う
な
真
似
は

で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
鍋
島
邸
の
さ
ら
に
先
に

は
、
伊
藤
博
文
が
本
邸
と
し
て
愴
浪

こ
の
別
荘
か
ら
は
、
当
時
の
人
間
模
様
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
玄
関
は
、
家
相
的
に
は
良
く

は
な
い
洒
を
向
い
て
い
ま
す
。
大
隈
家
は

江
戸
時
代
に
は
佐
賀
藩
の
藩
士
で
あ
り
、

か
く閣

を
構
え
て
い
ま
し
た
。
大
隈
と
伊
藤
は

あ
つ
れ
さ

さ
ま
ざ
ま
な
政
治
上
の
軋
棟
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
相
手
と
近
す
ぎ
た
た
め
か
、
こ

の
屋
敷
の
所
有
者
は
、
明
治
34年
に
は
現
古

河
グ
ル
ー
プ
の
創
業
者
で
あ
る
古
河
市
兵
衛

に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

＂

 

（
大
隈
重
信
〕

明
治
時
代
に
総
理
を
2
度
経
験
し
た
政
治
家
。
早
稲
田
大
学
を
創
立
し

た
初
代
総
長
。
宴
会
好
き
の
明
朗
な
気
性
で
「
百
ワ
ッ
ト
L

と
の
あ
だ
名
も
あ
り
ま
す
。

■

大
隈
重
信
別
邸
大
磯
町
東
小
磯
2
8
5

居
室
部
分
は
ほ
ぽ
明
治
時
代
の
ま
ま

保
存
さ
れ
て
い
る
呉
空
な
建
物
で
す。

■

取
材
協
力
．
古
河
電
気
工
業
株
式
会
社

-
—
ー
ニ
云

H
-＝
-

国
道
1
号
線
の
松
並
木
の
洵
側
、

小
高
い
砂
丘
の
上
に
は
高
い
塀
が
続

き
敷
地
の
中
を
伺
う
こ
と
は
で
き

大
隈
頂
伯
別
邸
一

室
部
分
は
明
治
期
の
間
取
り
が
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
り
か
ら
見
え
な
い
た

め
か
、
頻
繁
に
出
入
り
す
る
御
用
聞
き
以

外
、
大
磯
町
民
に
は
馴
染
み
が
薄
い
、
大
隈

邸
も
そ
ん
な
別
荘
の
―
つ
で
す
。

5
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ー 一
番
の
趣
味
が

「来
客
の
も
て
な
し
」
だっ

た
大
隈
侯
は
大
広
間
「
宮
tIJ

士
の
問
」
で
よ
く

宴
会
を
開
き
ま
し
た
。
宴
会
に
呼
ば
れ
た

芸
者
さ
ん
の
控
え
室
に
使
わ
れ
た
和
室
が

廊
下
を
隔
て
た
北
側
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
大
広
間
か
ら
眺
め
る
庭
は
美
し
く
、

純
和
風
庭
園
で
は
な
く
広
々
と
し
た
芝
生

に
木
々
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
も
木

立
の
向
こ
う
の
洵
岸
か
ら
潮
騒
の
音
が
聞
こ

え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
座
敷
を
さ
ら
に
ワ
イ

ひ
ろ
え
ん

ド
に
見
せ
る
広
縁
は
、
明
治
の
土
地
家
屋
台

帳
と
比
べ
る
と
、
現
在
の
方
が
広
く
な
っ
て
お

り
、
増
築
し
た
痕
跡
が
見
ら
れ
ま
す
。

建
物
東
寄
り
の
方
形
屋
根
の
棟
に
は
、
貴

じ

ん

だ

い

す

ぎ

じ

ん

だ

い

重
な
神
代
杉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
神
代

の
間
」
が
あ
り
ま
す
。
広
縁
の
ガ
ラ
ス
戸
に

は
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
伝
承
さ
れ
た
手
吹
き
円
筒

法
に
よ
る
手
づ
く
り
の
板
ガ
ラ
ス
が
使
わ
れ
、

大
小
の
ガ
ラ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
華
麗
な
意

匠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

廊
下
に
は
、
欅
の
一
枚
板
が
趣
味
良
く
張

ら
れ
て
い
ま
す
。
伊
豆
石
で
造
ら
れ
た
円
筒

形
の
浴
槽
に
は
、
山
並
み
形
の
模
様
の
自
然

石
が
使
わ
れ
、
湯
を
張
る
と
あ
た
か
も
湯
船

に
富
士
山
が
浮
か
ぶ
か
の
よ
う
に
見
え
る
と

い
う
趣
向
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

一昇書斎竺ったという神代の

圃麗■;゚＠戸板にも神代杉が

われています。神代杉と

圃＇ は、数百年以上土中に埋も
れ、腐らずに半ば化石化し

た貴重な木材で木材で、渋い色と木目が魅力

です。③なぜ天井に足跡が？管理されている

方によると、職人の遊び心で、廷てた際にわざ

と足の脂を付け、それが100年以上を経て浮

いてきたのではとのことですが、真相は不明で

す。④伊豆石で円筒形に造られた浴槽。

一 ①大勢の来客をもてなした--1 「宮士の問」。富士の閑が

6畳続きの間が10畳さら

圃＇ は~::,::i岡閏翌
②百日紅の床柱。 ③謄居の釘隠しは雁でしょ

うか。④大隈邸は楠に囲まれています。楠

は根を広く強く張る特性があり、関東大震

災で近隣の屋敷が被害を受けるなか大隈邸

が残ったのは、楠のおかげではないかと言

われています。
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i散策MAP
JR大磯駅から、邸宅が多くあったエリアヘのイラストマップです。ブルーの点

線が、大磯町観光協会がオススメしている 「明治の元勲コース」約3km(コー

ス周辺の邸宅の名称は大まかな位置を示し、多くは公開されていません。建

物が現存しないものもあります）。歩きでも駅前にある観光案内所のレンタ

サイクルでも楽 しめるコースです。また明治時代から営業している名店も掲載

しました。主に画面右側の、商店が多いエリアになります。各店舗 ・施設の営業

時間、休館日等はご自身でご確認ください。

饂

- "■'"—"" 

明治記念大磯邸園本誌で取材した大隈邸、 陸奥邸のほかに、伊藤邸、池田邸

（西園寺邸跡）を含む区域が、「明治150年」関連施策の一環で「明治記念大磯邸園」

として整備されます。平成30(2018)年秋には、一部の区域が公開される予定です。

螂直
大磯町観光案内所

駅を出て左手すぐ。無
料の地図やレンタサイ

クルが便利です。

0大磯878-1

¥.,0463-61-3300 

柑投湾と

大品の屎望

高田公園

゜
L淋弔mキ1量

.. 
ClD 

← , ： 9 

料亭松月
伊藤博文公の料理長

が明治36年に創業し
た料亭。9大磯871

¥,.0463ーン

ED•an 

,• ~,、匹 ；

国道と海岸の間に、長 昔の別荘街の問を通る

い塀に挟まれて真っ直 路地。石垣ゃ生け垣に
ぐに海に向かう小径が 囲まれでいかにもお

何本かあります。 屋敷町らしい雰囲気。

鴫立庵
300年以上絨＜俳諧

道場。有料で拝観可

能。0大磯1289

¥,.0463-61-6926 

• 、米戸壕正直店

明治41年創業、 五ツ星
お米マイスターの店。

9西小磯17

¥.0120-61-0344 

井上蒲緯店
明治11年創業からの手
作り製法にこだわり。

0大磯1306

0ヽ463-61-0131

c-・-・・・・・・ . 

大磯のうまいものいつ常

明治初頭に創業した邸

宅御用達の食料品店。

9大磯1130

0ヽ463-61-0065

大磯港

つォ三 市望
知団飛 Hs G譴証庫 ＇ 

火 1, ~ ヽ 客や文人墨客御"
～ の宿。9大磯1083

照ヶ崎 ¥,.0463-61-0033' 

遍こ
御菓子司新杵しんきね
明治24年創業の和菓

子店。西行簸頭などが
人気。 ・9大磯1107

¥.0463-61-0461 

蒲燐國よし
享和3年に創業したう

なぎ料理の老舗。
9大磯1085

¥.0463-61-0423 
8 



複雑な文様が美しい屋久杉の棚。木材としても腐りにくく、虫にも強いと言います。

_
 

庭から眺めた母屋は軽やかで自由な印象のある数寄屋風の建物。

療
蓑
中
の
明
治
3
0
(
1
8
9
7
)年
に
53
歳

で
他
界
し
ま
す
。

扁額が掲げられ堂々とした玄関。

゜
ー

（
陸
奥
宗
光）

明
治
期
の
政
治
家
。
不
平
等
条
約
を
改
正
し
、
日
清
戦
争
を
外
交
面
で
支

え
る
も
、
激
務
に
よ
り
結
核
が
再
発
し
、
大
磯
の
別
邸
で
療
摂
し
ま
し
た

C

■

陸
奥
宗
光
別

邸
大
磯
町
東
小
磯
2
8
5

こ
の
別
荘
で
外
交
回
想
録
r
憲
空
録
（
け
ん
け
ん
ろ
く
）
」
を

し
た
た
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す。

■

取
材
協
力
斗
口
河

g
気
工
業
株
式
会
社

ち

ょ
う

ぎ

よ

そ

う

へ

ん

が

く

玄
関
の
「
聴
漁
荘
」
と
の
扁
額
は
、

大
徳

ま
い
が
ん

寺
派
第
八
代
管
長
太
田
晦
巌
老
師
の
撰
名

き
f

]

う

と
揮
産
に
よ
る
も
の
で
す
。
海
岸
の
丘
に
建

ち
、
地
元
の
漁
師
の
声
が
聞
こ
え
る
こ
と
が

由
来
と
も
、
転
じ
て
政
治
家
と
し
て
国
民
の

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
聞
く
べ
し
と
い
う
意
味

だ
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
真
意
は
わ
か
り
ま

陸
奥
宗
光
伯
が
大
磯
に
別
荘
地
を
取
得

し
た
の
は
明
治
2
7
(
1
8
9
4
)
年
で
、
結
核

現
存
す
る
建
物
は
大
正
末
期
に
建
て
替

え
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
明
治
の
土
地
家
屋

台
帳
と
比
較
し
て
み
る
と
、
玄
関
や
居
室
は

復
元
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
、
至
る
と
こ
ろ

に
往
時
の
工
夫
と
意
匠
が
見
ら
れ
ま
す
。

か

ま

ち

こ

ぐ

ち

上
が
り
柩
を
使
わ
ず
、
木
材
の
小
口
を
軽

ぜ
ん
し
つ

や
か
に
見
せ
た
玄
関
。
そ
し
て
前
室
の
先
の

広
い
廊
下
の
棚
に
は
、
貴
重
な
屋
久
杉
の

一

枚
板
が
さ
り
げ
な
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

玄
関
脇
の
書
生
室
、
台
所
に
つ
な
が
る
女

中
室
と
下
男
室
、
土
蔵
、
廊
下
に
面
し
た
電

せ
ん
。

明治期から使われている照明飾り。玄関脇の書生室と文机。

~ の邸宅

陸
奥
宗
光
別
邸
一



庭に面した8月る＜モダンな印象の和室（二間続きの応接室兼主人室）。

、
木

モ

庭

0ヽ

牛

し

た

れ

美

IIII鱈ょ
庭

し

は

で

つ
さ

が
れ

、

し

な

し

し

な

に

入

ま

ー

て
と

は

配

手

ず

続

板

所

た

室

時

で

勾

。

た

に

の

衣

に

浴

当

の

り

め

た

側

記

脱

）

＠

。
た

下

眺

の

―

っ

て

た

敷

奥

外

上

と

(

O

の

②

る

室

す

ヮ

だ

っ

げ

屋

畳

。

ど

浴

ま

ャ

備

か

上

と

の

り

た

と

き

シ

設

向

見

籠

縁

張

を

0
着

形

な

に

を

灯

広

板

り

4

月

り

円

ン

海

屋

石

ど

の

ダ

④

母

や

手

①

く

張

(

南
の
庭
に
面
し
た
続
き
の
間
は
三
方
を

ら

ん

ま

縁
側
に
囲
ま
れ
、
格
子
の
欄
間
と
ガ
ラ
ス
窓

上
部
の
障
子
か
ら
入
る
柔
ら
か
い
光
が
印

象
的
な
、
モ
ダ
ン
な
和
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
床
の
問
に
飾
ら
れ
て
い
た
掛
軸

は
、
日
本
画
の
巨
匠
、
横
山
大
観
作
で
し
た
。

こ
こ
の
庭
石
に
腰
掛
け
て
庭
に
し
つ
ら
え
ら

れ
た
滝
を
描
い
た
も
の
だ
と
言
い
ま
す
。

続
き
の
間
の
畳
敷
き
の
広
縁
に
は
ガ
ラ
ス

窓
に
沿
っ
て
板
張
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
板

張
り
を
歩
い
て
行
く
と
玄
関
か
ら
畳
の
上

を
歩
か
ず
浴
室
に
た
ど
り
芳
き
ま
す
。

藝
り
ガ
ラ
ス
の
格
子
窓
と
板
張
り
の
広
い

_
 

話
室
な
ど
、
当
時
の
別
荘
で
の
生
活
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

浴
室
は
大
変
明
る
＜
、
壁
に
は
作
り
付
け
の

円
形
の
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。
天
井
に
は

湯
気
を
抜
く
た
め
の
換
気
塔
が
付
い
て
お

り
、
悔
に
面
し
た
大
磯
の
生
活
を
楽
し
む
た

め
の
浴
室
で
す
。

砂
防
林
の
松
林
へ
と
続
く
広
い
芝
生
の
庭

は
、
眺
め
る
だ
け
な
く
楽
し
む
庭
の
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
散
策
に
適
し
た
起
伏

が
あ
り
、
樹
林
、
竹
林
、
滝
、
果
樹
園
な
ど
が

あ
り
目
を
飽
き
さ
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
現

在
で
は
、
砂
丘
の
陰
の
潮
風
の
当
た
り
に
く

い
と
こ
ろ
に
、
バ
ラ
園
や
マ
ス
カ
ッ
ト
の
葡
萄
棚

ま
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

13 12 



茶室の隣の水屋。

掛軸には善次郎翁の直筆による［よっぱらい」の絵。

の
ま
に
ま
に
」
と
記
さ
れ
、
町
の
人
々
の
来
訪

ベl日の邸宅

安
川
善
次
郎
別
邸
一（

安
田
善
次
郎
）

安
田
財
閥
の
創
設
者
。

丁
稚
奉
公
か
ら
東
京
屈
指
の
金

融
業
者
と
な
り、

晩
年
に
は
東
京
大
学
安
田
講
堂
、

日
比
谷
公
会
堂
な
ど

を
寄
付
。

■

安
田
善
次
郎
別
邸

大
磯
町
大
磯
4
9
6

現
在
の
母
屋

は
大
正
期
に
建
築
さ
れ
た
。

■

取
材
協
カ
-安
田
不
動
産
株
式
会
社

_
 

海
を
築
む
山
を
背
負
っ
た
高
台
に
広
大

な
敷
地
を
持
つ
安
田
善
次
郎
別
邸
゜

明
治
初
期
、
初
め
て
大
磯
を
訪
れ
て
以
来

こ
の
地
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
善
次
郎
翁
は
、

明
治
末
期
に
こ
の
場
所
を
浅
野
総

一
郎
氏

（
浅
野
財
閥
の
創
始
者
）
よ
り
譲
り
受
け
別

邸
と
し
て
移
り
住
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

庭
に
個
か
れ
た
石
碑
に
は
「
お
か
ま
え
は

中
さ
ず
来
り
た
ま
え
か
し
日
が
な
選
ぶ
も
客

も
歓
迎
し
て
い
た
様
子
が
伺
え
ま
す
。

通
常
は
非
公
開
の
施
設
で
す
が
、
春
の
お

花
見
の
会
や
秋
の
お
月
見
の
会
な
ど
で
年
に

数
回
だ
け
公
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
日
は
地

元
の
方
々
を
は
じ
め
、
お
庭
や
茶
室
を
楽
し

む
多
く
の
来
訪
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

15 14 



_
 

玄
関
の
た
た
き
は
大
磯
砂
利
の
洗
い
出

し
っ
く
い

し

た

み

い

た

し
で
、
外
観
は
漆
喰
と

F
見
板
張
り
の
質

素
な
仕
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
和
風
平

よ
せ
む
ね
づ
く
り
さ
ん
が
わ
ら
ぶ
き

屋
建
て
、
屋
根
は
寄
棟
造
桟
瓦
葺
で
、

8

畳
間
が
3
部
屋
あ
り
、
南
側
に
は
畳
敷
の

ひ
ろ
ぇ
、^

広
縁
が
続
く
開
放
感
あ
る
和
室
と
な
っ
て

い
ま
す
。

は
増
築
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
光

の
取
り
入
れ
方
な
ど
大
変
心
地
良
い
空
間

を
作
り
だ
し
て
い
ま
す
。

一
方、

広
縁
か
ら
水
屋
に
繋
が
る
茶
室

食
堂
と
談
話
室
の
内
装
は
洋
風

で
、
ソ
フ
ァ
ー
が
造
り
付
け
ら
れ
た
出
窓
に

は
当
時
の
ガ
ラ
ス
を
使
っ
た
モ
ダ
ン
な
窓
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

_
 

広
大
な
敷
地
の
中
に
は
、
茶
室

(
p
1
4
¥

お

も

や

15
の
写
真
）
の
つ
い
た
母
屋
が
あ
り
、
昭
和
に

な
っ
て
善
次
郎
翁
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
建

じ
ぷ

つ
ど
う

て
ら
れ
た
持
仏
堂
や
、
書
物
や
仏
像
な
ど
が

き
ょ
う
ぞ
う

収
め
ら
れ
た
経
蔵
が
あ
り
、
国
の
重
要
美
術

品
で
あ
る
「
嘉
元
三
(
1
3
0
5
)
年
」
銘
の

石
造
十
三
重
塔
を
は
じ
め
と
し
た
、
数
多
く

の
石
碑
や
石
像
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

裏
山
に
も
石
仏
が
自
然
の
木
々
の
間
に

薗
か
れ
て
い
ま
す
。
亀
の
上
に
乗
っ
た
普
次

し
ょ
う

い
た

郎
翁
の
像
に
は
「
致
祥
（
祥
を
致
す
11

自
然

と
幸
せ
に
な
る
）
」
と
書
か
れ
、
幸
福
な
社
会

へ
の
願
い
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

当
時
の
建
物
は
関
東
大
震
災
で
倒
壊
し
、

1
1
-

＿
 

-
I
 二

代
目
善
次
郎
翁
に
よ
っ
て
昭
和
初
期
に
再

建
さ
れ
ま
し
た
。

に
は
素
朴
な
印
象
で
す
が
、

堂
実
行
道
人
」
と
も
名
乗
り
、

実
行
の
骨
髄
は
、

己
に
克
つ
こ
と
に
あ
る
」

翁
の
造
志
に
叶
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

一
方
、
多
趣
味
な
善
次
郎
翁
は
、
多
く
の

害
や
絵
の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

見
た
茶
室
の
床
の
間
の
掛
軸
に
は
、

楽
し
む
ひ
と
り
の
よ
っ
ば
ら
い
が
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
描
か
れ
て
お
り
(p
15)
、
善
次
郎
翁
の
人

と
な
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
建
物
は
、
現
在
安
田
不
動
産
の
保
養

所
と
し
て
大
切
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

①藤の問から桔梗の間へ二間続きの和室。

②広繰の先に庭が映える芙蓉の間。③玄閉

の前室に正座した主人と玄関に立った客の

目線が同じ高さに。④洋風内装の談話室。

大
富
豪
の
別
邸
と
い
う

晩
年
は
「勤
倹

「
勤
倹
貯
蓄

自
己
の
欲
紹
を
抑
制
し
、

と
語
っ
た
善
次
郎

こ
の
日

お
酒
を
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▲ 「良い麦、良いホップ、良い水、そして丁寧

な温度管理が良いピール造りの原料です」と

語る｀ブラウマイスターのトーマスさん。

訪
問
先
は
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
だ
と
の

こ
と
。
ド
イ
ツ
に
行
く
な
ら
ビ
ー
ル
の
醸

造
所
を
ぜ
ひ
見
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
「酒

を
売
る
」
者
と
し
て
本
物
の
酒
造
り
の
現

本
物
に
触
れ
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス

▲ハイデルベルクの街並み。ラインIllとネッ

カー川沿いの歴史ある城下町で、夜にはハイ

デルベルク城がライトアップされ美しい。

時
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
の
た
め
に
「
本
物
」

に
触
れ
て
、
視
野
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
、
商
店
会
の
会
報
で
見

て
い
た
海
外
派
遣
団
の
話
を
思
い
出
し
て

応
募
し
た
の
で
す
。
あ
の
時
の
自
分
に
と

っ
て
、
海
外
派
遣
固
は
い
わ
ゆ
る

「幸
運

の
女
神
の
前
髪
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

掴
ま
な
け
れ
ば
こ
の
チ
ャ
ン
ス
は
通
り
過

ぎ
て
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

財団からのお知らせ

ま
ら
な
い
日
に
は
自
分
が
店
に
出
て
や
り

で
き
た
時
間
で
何
を
し
よ
う
か
考
え
た

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
オ
ー
ナ
ー
店
長
と
し
て

働
い
て
い
ま
し
た
。
ご
多
分
に
も
れ
ず
慢

性
的
な
人
手
不
足
の
た
め
、
シ
フ
ト
が
埋

昨
年
4
月
ま
で
の
10年
間
、

コ
ン
ビ

海
外
派
逍
団
貝
が
語
る

6
-

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
本
物
に
触
れ
、

自
分
の
ス
テ
ー
ジ
を
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス
。

幸
運
の
女
神
の
前
髪
を
つ
か
も
う
。

第

23回
神
奈
川
県
商
業
従
業
者
海
外
派
遣
団
参
加

横
浜
市
中
区
（
株
）
神
田
酒
店

か
っ
た
の
で
す
。

幸
運
の
女
神
の
前
髪

身
で
自
由
に
で
き
る
時
間
が
ま
っ
た
く
な

く
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
私
自

神
田
正
道
さ
ん

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約

が
満
了
し
、
元
々
の
家
業
で
あ
る
酒
類
の

業
務
店
向
け
販
売
に
戻
し
た
と
こ
ろ
で
よ

う
や
く
時
間
が
で
き
ま
し
た
。

場
に
触
れ
た
い
と
の
希
望
が
か
な
っ
て
、

小
規
模
な
が
ら
個
性
的
な
ビ
ー
ル
醸
造
会

社
で
あ
る
「
ク
ル
ト
ウ
ア
ブ
ラ
オ
エ
ラ
イ
・

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
を
視
察
で
き
ま
し
た
。

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
は
古
い
城
下
町
で
、

街
全
体
が
中
世
の
よ
う
な
た
た
ず
ま
い
で

す
。
視
察
先
の
会
社
も

3

0
0
年
前
の

石
造
り
の
建
物
を
利
用
し
て
お
り
、
し
か

も
ブ
リ
ュ
ワ
リ
ー
に
ホ
テ
ル
が
付
い

て
い

て
、
旨
い
ビ
ー
ル
を
美
味
い
料
理
と
と
も

に
出
し
て
く
れ
る
と
い
う
、
ビ
ー
ル
好
き

に
は
た
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

ブ
ラ
ウ
マ
イ
ス
タ
ー
の
ト
ー
マ
ス
さ
ん

に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
自
然
製
法
に
こ
だ

わ
り
、
低
温
殺
菌
や
ろ
過
を
施
さ
な
い
こ

海外派遣事業のこ＇紹介
--------------------------
国際的視野の広い中小企業青年従業

者の育成を目的としで神奈川県との

共催により昭和45年に「神奈川県中小

企業技術者等海外派遣事業」を、また

平成元年に「神奈川県商業従業者海外

派遣事業」を開始し、継続実施しており

ます。現在まで中小企業技術者等派遣 '

事業に933名商業従業者派遺事業に

221名の方々が派遣団貝として参加さ

れ、欧州の先進国で貴重な視察研修を

体験されています。応募要領等詳しく

は、ホームページをご覧ください。

19 

[D['.l 

.、》
i:,rz: 

神田正道（かんだ・ただみち）

昭和57年生まれ。家業は、横浜市中区

日ノ出町で4代80年続く酒屋。自身も無

類の酒好き、それ以上に人間好き。横

浜青年会議所オリエンテーション委員

会委員日ノ出町青年会事業副部長。
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財団からのお知らせ

と
が
特
色
の

一
っ
だ
そ
う
で
す
。
原
料
の

吟
味
工
程
か
ら
試
飲
ま
で
、
じ
っ
く
り
と

拝
見
で
き
、
海
外
視
察
団
が
た
だ
の
物
見

遊
山
で
は
無
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

多
種
多
彩
な
団
員
た
ち

参
加
者
が
多
彩
な
こ
と
も
海
外
派
遣
団

な
ら
で
は
の
こ
と
で
す
。
お
か
げ
で
視
察

す
る
先
々
で
他
の
団
員
が
関
連
情
報
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
馴
染
み
が
悪

い
と
思
っ
て
い
た
「
蓋
り
売
り
の
店
」
も
、

あ
る
団
員
に
よ
れ
ば
日
本
で
も
食
の
セ
レ

ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
増
え
て
い
る
よ
う

で
す
。
そ
う
い
え
ば
私
が
子
供
の
頃
、
酒

屋
の
店
頭
で
は
お
酒
や
味
噌
な
ど
最
り
売

帰
国
後
、

ソ
ム
リ
エ
に
挑
戦

り
し
て
い
ま
し
た
。
売
り
方
も
原
点
に
同

帰
し
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

う
い
う
こ
と
の
ひ
と
っ

―
つ
が
今
後
の
経

営
方
針
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
り
ま
す
。

当
社
の
仕
事
は
業
務
店
向
け
の
酒
類
販

売
で
す
か
ら
、
商
品
を
売
る
だ
け
で
な
く
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
提
案
も
で
き
た
ほ
う

が
喜
ば
れ
ま
す
よ
ね
。
視
察
先
で
そ
う
し

た
思
い
を
強
く
し
て
、
帰
国
後
ま
ず
は
ソ

ム
リ
エ
の
資
格
取
得
に
挑
戦
中
で
す
。

ま
た
酒
は
人
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
商

売
も
地
域
の
活
性
化
も
、
そ
こ
に
関
わ
る

ロ

行
っ
て
み
て
か
ら
考
え
な
よ
」
と
伝
え
た

い
で
す
ね
。
（
談
）

〔会社情報）株式会社神田酒店

代表取締役神田正

横浜市中区日ノ出町1-33

TEL 045-231-7691 (f-t) 

http://www. ka nakoy a.com/ 

kandasaketen/ 

直営店「カナコヤj前にて。社長（右）

と神田酒店の看板とともに。

人
間
同
士
が
面
白
い
と
感
じ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
そ
の
中
で
自
分
の
商
売
だ
け

で
な
く
、
所
属
す
る
青
年
会
議
所
や
我
が

地
元
、
日
ノ
出
町
の
青
年
会
な
ど
で
地
域

に
も
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
し
海
外
派
遣
団
へ
の
参
加
を
迷
っ
て

い
る
人
が
い
た
ら

「迷

っ
て
い
な
い
で
、
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財団からのお知らせ

「2018かながわ民俗芸能祭」のご案内

「2018かながわ民俗芸 能祭（無料） 」 を 次 の 通 り 開 催 い た し ます。

人々の絆や地域のつながりに よっ て育まれ、受け継がれてき た

郷 土 かながわの民俗芸能をご観裳ください。

●会場 横浜銀行本店ピル1階「はまぎんホールヴィアマーレ」

●募集人数 400名 申込多数の場合には、抽選となりますので、予めご了承ください．

●開催日 12月2日（日）

●時間 開演13時00分(12時30分開場 16時00分終演予定）

●募集期限 11月2日（金）（当日消印有効）

●出演

芸能 所在地 出演団体

港北神代神楽 横浜市港北区 港北神代神楽佐相社中

双盤念仏 厚木市 法雲寺酒井双盤講

小田原囃子 小田原市 小田原囃子多古保存会

相模人形芝居 平塚市 相模人形芝居前烏座

相模のささら踊り 厚木市 愛甲ささら踊り盆唄保存会

＠主催 神奈川県民俗芸能保存協会

＠共催 神奈川県、公益財団法人はまぎん産業文化振興財団

＠協 賛 横浜銀行

●申込方法 往復はがき 1枚に、郵便番号・住所・氏名•電話番号・参加人数(1 名または

2名参加、最大2名）・返信用宛先を明記のうえ、

〒220-8611横浜市西区みなとみらい3-1-1「はまぎん財団民俗芸能祭係」

までお申し込みください。※未就学児の入場はご遠慮ください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

はがきに掲載された個人情報は、催事のお申し込みのみに使用し、厳正に取り扱います。

●お問い合わせ 公益財団法人はまぎん産業文化振興財団事務局（横浜銀行本店ピル

13階内電話045-225-2171、平日9時-17時）

●交通アクセス JR線 •横浜市営地下鉄線桜木町駅下車動く歩道利用徒歩5分、

みなとみらい線みなとみらい駅下車徒歩7分

※駐車場のご用意がございませんので、公共交通機関等をご利用ください。

▼
今
回
＠
~
ィ
ウ
イ
は
、
明
治15
0

年
に
因
み
、
当
時
の
政
治
家
や
財

界
人
が
大
磯
に
こ
ぞ
っ
て
別
荘
・
邸
宅
を
建
て
た
中
で
、
現
存
す
る

「大

隈
重
信
別
邸

r
「
陸
奥
宗
光
別
邸
」、
財
界
人
の
「安
田
善
次
郎
別
邸
」

を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
▼
大
隈
邸
の
大
広
間

「宮
士
の
問
」
か
ら
、
当

時
は
木
立
の
向
こ
う
に
海
岸
が
見
渡
せ
た
よ
う
で
す
。
明
治
時
代
の
総

理
大
臣
が
何
人
も
こ
の
地
に
集
ま
哀
あ
は
、
中
央
で
は
天
下
国
家
を
語

る
論
客
た
ち
も
大
磯
の
別
邸
で
は
、
大
海
原
の
向
こ
う
に
目
を
造
り
ゆ
っ

た
り
と
し
た
面
持
ち
で
、
日
本
の
将
来
を
夜
更
け
ま
で
語
り
合
う
こ
と

が
で
き
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
本
誌
で
取
材
し
た
大
隈
邸
、

陸
奥
邸
を
含
む
地
域
が

「明
治
1
5
0年
」
関
連
施
策
の
一
環
で
、
今

a
 

1
1
1
1
 

P
 

後
秋
に
一
部
公
開
予
定
で
す
。
少
し
足
を
伸
ば
せ
ば
、
昨
年
4
月
か
ら
公

閉
し
て
い
る
古
田
茂
邸
も
あ
り
、
歴
史
的
・文
化
的
逍
産
を
巡
る
こ
と

集
も
で
き
ま
す
。
明
治
の
邸
園
文
化
に
ふ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

編
▼
晟
後
に
、
監
修
腐
口
明
宏
氏
・大
倉
祥
子
氏
並
び
に
、
取
材
協
力
を

羞
き
ま
し
た
古
河
電
気
工
業
株
式
会
社
、
｛
畜
不
動
産
株
式
会
社

他、

関
係
者
の
皆
さ
ま
方
に
屈
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
輿
財
団

事
務
局
長

田
村
正
志

2018はまぎん財団ふれあいコンサートのご案内

12月から来年1月までに開仙するコンサートにつきまして、次の

通り、ご案内いたします。なお、来年度4月以降につきましても

引き続き開催を予 定 しております。詳細は、あ らためてホー ム

ペー ジ、インフ ォメ ー ション等でお知 らせいた します。

|ヴィアマーレコンサート

《予約制・無料》

●会場 横浜銀行本店ピル1階「はまぎんホールヴィアマーレ」

●募集人数 400名 申込多数の場合には、抽選となりますので、予めご了承ください。

●開催日 下記のとおり

●時間 14時00分-15時30分(1時間30分）

●募集期限 11月9日（金）（当日消印有効）： 12月10日（月）開催分

12月14日（金）（当日消印有効） ：平成31年1月15日（火）開催分

●出演

開催日 コンサート名 出演者 曲目

Quintet Musai 

（クインテット・ムーサイ）
•ピアノ三重奏曲第1番二短調

12/10 ピアノと 宮崎真利子（ピアノ）、
作品49:メンデルスゾーン

（月） 弦合奏の名曲 中村ゆか里（ヴァイオリン）、
•ヒアノ五重奏曲 叩 イ長調

八代瑞希（チェロ）、

西村友里亜（ヴィオラ）、
D.667: シューペルト

森田麻友美（ コントラバス）

・A列車で行こうピリー・スト

レイホーン

谷口英治NEWカルテット • メモリーズ・オブ・ユー：ユー

ジャズ ピーブレイク

平成31年 谷口英治 田窪寛之（ビアノ）、

1/15(火） NEWカル 楠井五月（ペース）、 • 鈴懸の径： 灰田有紀彦 （佐
テット 谷口英治（クラリネット）、 伯孝夫作詞）

岡田朋之（ドラムス）

•シング・シングシング：）臼·

プリマ

他

＠協賛横浜銀行 ⑥協力 オフィスKOM

※各コンサー トとも曲目を変更する場合もありますので、ご了承ください。

●申込方法 コンサート毎に往復はがき1枚に、郵便番号・住所・氏名・電話番号・コン

サート開催日・コンサート名・1名または2名参加（最大2名）を明記のうえ、

〒220-8611横浜市西区みなとみらい3-1-1

「はまぎん財団コンサ＿卜係」 までお申し込みください。

はがきに掲載された個人情報は、催事のお申し込みのみに使用し、厳正に取

り扱います。

ご注意：お申込みはがきは、コンサート毎にお願いいたします。

またコンサート開催日・コンサート名の記駐がないおはがきは

撫効とさせていただきます。
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